
  ①②のいずれにも該当する方です。   
   ① 幼稚園教諭免許状をお持ちの方 
   ② 以下の施設で幼稚園教諭として、 
     「3年かつ4320時間以上の勤務経験※」がある方 
   （※例えば、１日６時間・週５日勤務以上の場合は、「３年」で満たすことができます。） 

特例制度の実務対象施設 
（１）幼稚園（特別支援学校の幼稚部含む） 
（２） 認定こども園 
（３）保育所 
（４）小規模保育事業 
   （法第6条の３第１０項に規定する小規模保育事業（家庭的保育事業等の設備及 
    び運営に関する基準（平成２６年厚生労働省令第６１号）第２７条に規定する 
    小規模保育事業A型及び小規模保育事業Bに限る。））を実施する施設） 
（５）事業所内保育事業 
   （法第６条の３第１２項に規定する事業所内保育事業（利用定員が６人以上の施 
    設）を実施する施設） 
（６）公立の認可外保育所 
（７）離島その他の地域において特例保育（子ども・子育て支援法第３０条第１項第４ 
   号に規定する特例保育）を実施する施設 
（８）幼稚園併設型認可外保育施設 
（９）認可外指導監督基準を満たす認可外保育施設等 
   ただし，以下の認可外保育施設は対象外です。 
   ・利用児童の半数以上が一時預かりによる施設 
   ・利用児童の半数が２２時から翌日７時まで全部又は一部利用の施設 
   ・利用定員が５人以下の施設 

＜幼稚園教諭が「保育士資格」を取得する場合＞ 
  大学等（指定保育士養成施設）で以下の単位（合計８単位）を修得し、 
 保育士試験（試験は全科目免除）を経て、保育士資格が取得できます。  
（通常、幼稚園教諭免許状を有する者は、34単位の修得が必要。） 

【大学等で単位の修得：８単位】 
  ・福祉と養護   【２単位】 
  ・相談支援    【２単位】 
  ・保健と食と栄養   【２単位】 
  ・乳児保育        【２単位】 

保育士試験 
（全科目免除） 

取
得 

◆特例制度を利用できる方 

◆大学等における単位修得や手続き 

平成27年度から施行予定の新たな「認定こども園制度」への円滑な移行・促進のため、 
平成3１年度末(予定) まで、保育士資格の取得要件の特例が設けられます。 

＜問い合わせ先＞ 
 宮城県保健福祉部 子育て支援課 保育支援班 電話０２２－２１１－２５２９ 



①実務証明書 
 特例の対象として認められる勤務期間「３年以上かつ４,３２０時間以上」の実務証明 
 書が必要です。勤務した施設へ直接請求してください。（※４,３２０時間は実労働時間です。） 

 

②特例対象施設証明書 
 実務経験の対象施設が「認可外保育施設」の方のみ必要な証明書です。 
 県内（仙台市を除く）の対象となる認可外保育施設の証明書は県子育て支援課へ郵送  
 により請求してください。 
 仙台市内に所在している認可外保育施設の証明書は仙台市が請求先となります。 
 
③専修証明 
 特例教科目を受講した指定保育士養成施設へ請求してください。 
 
④保育士試験 
 特例制度では実務経験を通して一定の経験を積んでいることを考慮し８単位の履修に 
 より、保育士試験を全科目免除となります。 
 全科目免除であっても、保育士試験の受験手続きが必要ですので必ず受験の手続きを 
 行ってください。 
 試験については、「保育士試験センター」へお問合せください。 
 電話 ０１２０－１４９４－８２（祝日を除く月～金曜日１０時k～１８時） 
 ホームページ   http://www.hoyokyo.or.jp/exam/ 
 
⑤保育士登録 
 保育士試験合格通知書が届いた後、ご自身で保育登録の手続きを行ってください。 
 登録については「登録事務処理センター」へお問合せください。 
 電話 ０３－５４８５－３１５０（祝日を除く月～金曜日 ９時～１２時，１３時～１８時） 

 ホームページ   http://www.hoikushi.jp/  


